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研究成果の概要 

(1) ファイバレーザーベース任意制御コム光源の開発 

(1-1) 1.4 m帯ファイバラマン増幅器の開発 

適切な光増幅器が不在である波長 1.4 m帯（H2Oの吸収帯）において、コア径の細い 1 kmの

ファイバやラマンファイバレーザーを用いたファイバラマン増幅器を開発し、スペクトルピークコムや

パルスコムの低雑音且つコヒーレンスを維持した高度光増幅に成功した。 

(1-2) 任意制御コム光源の開発 

独自に開発した光周波数コムの任意波長における光増幅・抽出技術等の要素技術を用い、任

意に制御したコム光源の開発を行った。 

(1-3) 安定化中赤外コムの開発 

繰り返し周波数を安定化した Yb添加超短パルスファイバレーザーを開発し、更にフォトニック結

晶ファイバにおけるラマンシフトと２次の非線形結晶 PPLNを用いて、差周波混合による 4-5 m帯

の中赤外コムの安定な生成に成功した。 

(1-4) スペクトルピークを用いた高選択分光技術の開発 

CH4ガスセルを内包した非線形ループミラーを用いてスペクトルピークを生成し、そのスペクトル

に強度変調を掛けロックイン検出する手法を用いて、高感度且つ選択制の高い環境分光計測技

術を開発した。更に実験的に選択性の高い高感度分光計測を実証した。 

(2) 任意制御コム光源を用いたキャビティリングダウン分光法(通称 CRDS)の開発と環境計測 

(2-1) 近赤外域において開発した任意制御コム光源を CRDS計測に用いて、極微量な分子ガス

の吸収分光測定装置の開発に取り組んだ。 

(2-2) 放射性核種分析への応用に向けた線形・非線形 CRDSの開発 

中赤外 4 µm帯での線形・非線形 CRDSにむけて、低熱膨張率材を用いた安定な共振器（ガス

セル）を構築した。また少量の重水・トリチウム水を用いた基礎実験を行い、トリチウム水の分光のた

めに分光感度向上を進めた。また、任意制御コム光源を用いた CRDSにおける多チャンネルデー

タ取得を念頭に、Time over Thresholdを用いたリングダウン信号計測法の開発を行った。 
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